
 

 

 

 
 

 高等部では第３学年（後期）時に「個別移行支援計画」を作成しています。個別移行支援計画は、在学

中から卒業後の就労や福祉施設利用を視野に入れ、保護者や福祉・医療・労働などの関係諸機関と連携を

図りながら、生徒の社会生活への移行を円滑に進めるための書類です。以下のことに留意して作成してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

進路だより アシスト 

青森県立七戸養護学校進路指導部 

１月号 令和７年１月３１日発行 

個別移行支援計画について 

） 

【個別移行支援計画で聞き取る内容】 

①卒業後の日中活動の場 

②卒業後の生活の場 

③進路先でやってみたいこと 

④土日、余暇の過ごし方 

⑤友達、地域とのつながり 

⑥お金の管理 

⑦将来の生活 

⑧冠婚葬祭等 

 

４月からの面談記録が反映されていきます。生

徒や保護者の希望・要望が「移行支援会議」の時

に進路先に情報共有されます。移行支援会議につ

いては、以下で説明します。 

移行支援会議までの流れについて 

） 
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①支援内容・手立ての具体化、サポートネットワークの構築、連携・協力と役割分担の明確化 

②生徒の実態、配慮事項、教育の履歴、現場実習等の進路指導の履歴と各機関への情報提供 

③卒業後の生活の質（QOL）の向上 

④生徒の自立支援並びに家族の負担軽減、安定化 

⑤社会生活への移行に伴う本人および家族のニーズの明確化 

⑥事業所、支援機関、地域への本人および家族の要望等に関する連絡調整 

進路先決定後に関係者で移行支援会議を行います(場合によっては、卒業証書授与式後に行う場合もあります)。 

 一般就労の生徒は「採用内定通知書」が届いてから行い、福祉就労の生徒は、施設の受け入れ体制を確認し、

相談支援事業者とサービス等利用計画案の作成状況を確認しながら行うことになります。移行支援会議までに学

校、家庭、進路先と相談を進め、希望に沿った進路を実現していきましょう。 


